
中学校における自主的な話し合い活動をめざして

一人間関係づくりと段階的話し合い学習を通じてー

(理論編)

1.はじめにーなぜ自主的な話し合い活動をめざすか一

社会の変容やOECDの国際学力調査の結果もあり、

現在の学校教育における「言語力」の育成が要請されて

いる。それを受けて平成20年3月に公示された学習指

導要領では、「言語力」の育成について述べられている項

目が増え、国語科に加え他の教科や領域などでも「言語

活動」を取り入れることが求められるようになった。

(1)学習指導要領の定める「言語力」の育成とは何か

平成20年3月告示の「中学校学習指導要領 総則編」

では、「各教科の指導に当たっては、生徒の思考力、判断

力、表現力等をはぐくむ観気から、基礎的・基本的な知

識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに、

言語に関する関心や理解を深め、言語に関する能力の育

成を図る上で必要な言語環境を整え、生徒の言語活動を

充実すること」が指導計画の作成等に当たる際の配慮す

べき点として挙げられている吼加えて「自主的、自発

的な学習が促されるように工夫すること②」「生徒が学習

の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活

動を計画的に取り入れるようにすること③」とある。

つまり、学習のまとめとして、基礎的・基本的知識の

活用を目的とした、生徒が自主的・自発的に取り組むこ

とができる言語活動の実施を求めていることがわかる。

では、「言語」「言語力」を如何に捉えるべき力t第8

回言語力育成協力者会議配付資料「言語力の育成方策に

ついて(報告書案)④」に示される「言語」とは、「知的

活動、感性・情緒等、コミュニケーション能力の基盤と

して､生涯を通じて個人の自己形成にかかわるとともに、

文化の継承や創造に寄与する役割を果たすもの」であり、

また「言語力」とは、「知識と経験、論理的思考、感性・

情緒等を基盤として、自らの考えを深め、他者とコミュ

ニケーションを行うために言語を運用するのに必要な能

力」とされており、つまり社会における他者との健全な

関わり合いを実現するために、小中学校でその技能を身

につけることが求められているということである。

(2)社会科に求められる「言語力」の育成とは何か

では、社会科としてこの「言語力」の育成と如何に向

き合うべき削学習指導要領が示す社会科の目標に「諸

資料に基づいて多面的・多角的に考察し(中略)公民と

しての基礎的教養を培い、国際社会に生きる平和で民主

的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎

を養う⑤」とある。また前出の言語力育成協力者会議配

汁副斗には〈社会、地理歴史、公民〉における指導の充

教育実践研究科 教職実践専攻 教職実践基礎領域

斎藤秀一朗

実項目として「法則性や概念を基に事象を説明すること、

価値判断や未来予測、また、未来がどうあるべきかとい

う議論が必要な場面を設けて各自の解釈・判断を論述し

たり、意見交換したりすること」/「様々な資料を的確に

読むことや、それらの資料を関連づけて読む、比べて読

む、批判的に読むなどの指導を充実すること町が挙げ

られている。

総合すると「公民的資質の基礎」として社会の法則性

ﾍﾞｴ概念について諸資料を分析し､各個人が解釈･判断し、

それを意見として交換し合うことが求められているので

はなかろう削そして、総則編に挙げられる思考力、判

断力、表現力の育成もこれに相当すると考えられる。

その思考力、判断力、表現力等を養う方策として愛知

教育犬聊付属名古屋小学校では平成20年度からの研究

テーマとして「『自分の考え』をもつ子に迫る」(研究紀

要48号)と題し、学習展開とのかかわりについて「学

習展開の中での『自分の考え』は、思考・判断・表現の

繰り返しによって連続していきながら常に変化している

ため、思考したり判断したり表現したりすることと、『自

分の考え』は、大きなかかわりがある」としている(孔

また、翌年度には研究第2年次のテーマとして「『自

分の考え』を再構築する子に迫る」(研究紀要49号)と

し、「『自分の考え』を出し合い、友達の考えを知ること

ができるような場を設けることが必要である」とし、「友

達の考えを知ることで、多面的にとらえたり深く追究し

たりしながら『自分の考え』を考え直して再構築するこ

とができる」とした吼

つまり、「意見として交換し合う」ことが「意見を再構

築する」ことに繋がると捉えている。かつ、そのような

言語活動が生徒の主体となった自主的・自発的な取り組

みとして行われるならば、学習指導要領の求める段階に

近づき、求められる技能の定着にもつながってくるので

ある。
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2。自主的な話し合い活動を如何に実現するか

ここでは、教科指導として行う話し合い活動を「話し

合い学習」とし、「話し合い活動」は学級活動としての話

し合い、教科指導での話し合いを含めた、生徒が学校で

行う話し合い活動全般の総称として示すことで区別し、

それぞれの時間における話し合い活動に求められるもの

は何かについて考えていきたい。

(1)学級における話し合い活動

話し合い活動は、教科指導の中でのみ求められるもの

ではない。学級活動の中でも話し合いの場面は多い。

中央教育審議会答申(平成20年1月)に「討諭・討

議などにより意見の異なる人を説得したり、協同的に議

論して集団としての意見をまとめたりする」とあるよ

うに学級活動としての話し合い活動は「集団決定」とい

う形で、生徒の自主的な活動への参加が必要となる。

しかしながら、討論の方法や技能を備えていれば「集

団決定」がうまくいくとは言い難い。

集団で行う活動である以上、活動内に人間関係が特も

込まれることは言うまでもない。学級内の人間関係を良

好に保つための人間関係形成能力も自主的な話し合い活

動の実現に向けて考慮すべき点てあると言える。

中学校における新学習指導要領の特別活動編では､「自

己及び他者の個性の理解と尊重、社会の一員としての自

覚と責任、男女相互の理解と協力、望ましい人間関係の

確立」と他者との関わり合いの重要性を説いている⑩。

その人間関係形成能力を育成する上で、教科指導の時

間に比べると、学級での時間(特別活動、道徳、総合的

な学習の時間等)で取り組む方が望ましいと考える。学

級での話し合い活動では、人間形成能力を育成すること

に主眼を置き、『話す一聞く』関係を生徒にしっかり築か

せた上で、「自分の気特ちをことばではっきり表現する」

力を伸ばすことが求められる几

(2)社会科における話し合い学習

社会科における話し合い学習については､「中学校学習

指導要領 社会編」に「内容の取扱い」として各分野以

下のように示されている。

このように学習のまとめとして、資料を用いた話し

合い学習を授業に取り入れることが求められている。

では、教科指導の授業で行われる話し合い学習に対し

て実際の生徒はどのように捉えているのだろうか。

私は教師力向上実習Ⅱにおいて、その実態を把握すべ

く次のようなアンケートを実施した。

このアンケートの対象は、教師力向上実習Ⅱの研究授

業の対象クラス(31名)である。主な項目の結果は以下

のようになった。

52



項目⑥はそれぞれ「好き」が20名、「苦手」が20名、

「どちらでもない」が21名となった。

このアンケートの結果の中で特に注目すべき点は、項

目④の「好きな授業形態」の結果とその理由ではなかろ

うか。

「通常の授業」を好む生徒が挙げた理由を見ると、通

常の授業と話し合い学習を比較し、話し合い学習におけ

る調べ学習や学習活動そのものが面倒であると感じてい

ることから「通常の授業」を選択している生徒が多いこ

とが分かる。これと同様の状況が項目⑥の「どちらでも

ない」を選んだ生徒にも数人見られた。

これらから､苦手意識を特っている生徒が学級の半分、

若しくはそれ以上いることが想定される。

このような状況を横浜市教育委員会事務局三藤あさみ

指導主事は、自身が体験した同様の状況を挙げ「めんど

うくさくてもやり遂げれば力がつくことが実感できるよ

うにする工夫」と「本気で考えたくなるような『本質的

な問い』を投げかけて問題意識を高めさせること」が大
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切であるとしている吼

私はこのクラスの生徒にとって、これに加えて、話し

合い学習に慣れ親しませることが必要であると考えた。

そこで私は､教科書に掲載されている資料に着目した。

中学校の社会科の教科書や資料集には多くの資料が用い

られているが、ことに教科書ではその資料が学習内容と

如何に関わっているかを説明する記述が少ない。それら

を教師が授業で取り上げることが求められると考えた。

そこで､教科書に掲載されている資料に対して「なぜ、

この資料がここ(教科書)に掲載されているのだろうか」

と生徒に問いかけ続けることで、資料に興味や関心を特

たせるだけでなく、その問いかけに答えるために思考さ

せることができるのではないかと考えた。そして、思考

させた後に「こういう意味やつながりがあるのではない

か」と予想させ、その答えを、教科書を読んだり、教師

の説明を聴いたりすることで得られると実感させられれ

ば、意欲的に授業に取り組む習慣が身につくのではなか

ろう似

そこで私は、教師力向上実習Ⅱにおいて、毎回の授業

の冒頭に15分程度の話し合い学習を取り入れ、教科書

に掲載されている資料を中心に話し合い学習を行った。

話し合い時には毎回「この資料が何を表すか」と生徒

に問いかけ続け、最初はまず自分の考えを特たせること

をねらいとし、徐々に他の生徒との関わりを特たせるこ

とを授業の柱とした。

しかし、一言に資料と言っても資料には文献資料、映

像資料、写真資料というように様々な種類がある。それ

らを上手く使い分け、総合して自分の意見を構築できる

ことが望ましいと言えるが、その前提には如何なる資料

であっても同様に読み取る力が求められる。そこで、資

料種ごとの読み取り方を体験的に理解させるために以下

のような段階を想定し、授業を行うこととした。

ることを話し合わせる。

つし

まとめた後、それを基

各段階の目標や設定のねらいは、この後の(実践編)

で述べる。また､本稿ではこれを「段F皆自勺話し合い学習」



と呼ぶことにする。

(理論編)で述べたことを基に以下のような仮説を立

てることにした。

①自主的な話し合い活動の実現には、学級で

の人間関係
を良好に保つことが必要ではないか。

l②自主的な話し合い活動の実現には、生徒が話し合い活i

動に対して期待感を特つことが必要であり、それは｢段

階的話し合い学習｣を通じて達成できるのではないか。l

(実践編)

私は上記①の検証を教師力向上実習I(2年次4月)、

上記②の検証を教師力向上実習Ⅱ(2年次9月)で行っ

た。ここではその実践の内容について述べる。

1.教師力向上実習Iにおける実践

(理論編)で述べたように生徒の自主的な話し合い

活動を実現する前提として、学級内において互いの存在

を認め合い、意見を尊重し合うことのできる人間関係を

形成しておくことは大変重要なことである。

人間関係の形成については年間を通して取り組むべき

課題であるが、ことに、学級開きの時期にはこの課題に

対して|真重に取り組まなければならない。新年度の初「」

には、新しい出会いに加え、小学校や前年度の学級にお

ける人間関係が特も込まれる。小学校や前年度の学級に

おける人間関係を初「」から確実に把握しておくというの

は決して現実的ではない。

そのような課題を認識した上で、先に述べたような互

いを認め合える学級の雰囲気を作るためには早期に個々

の特徴を掴み、その生徒一人一人に、その指数に応じた

学級内での役割を与えることが大切だと考えた。

例えば、挨拶をしっかりできる生徒には「挨拶のリー

ダー」を、周辺整理が得意な生徒には「教室整頓チェッ

クリーダー」を、というように必ずしも公的な役職や係・

当番活動、委員会活動での役割だけでなく、その個人の

指数を尊重した役割を教師が宛がうことで、学級におけ

るその生徒の自己有用感を高め、それが目に見える形と

して互いに受け止め合うことができれば良い雰囲気に繋

がるのではなかろうか。では、そのような生徒の指数を

如何にして掴むべきか。私は前期の教師力向上実習Iで

次のような授業を行った。

(実践) ill力向上実 I研究授業

サークルスタンドアップ

体育座りの状態で、内側を向くようにして密着して

座り、両側の生徒と手を繋ぐ。また、足は中央に集め

るようにし､つま先を互いにくっつけ合う。(写真①参

照)最初は2人、3人程度でペアになり座らせる。

ペアを作る際には、教師が既存の小学校や前年度の

学級で形成された交友関係を解体する形で意図的に組

むようにする。

ペアができたところで、合図と共に立ち上がるよう

に指示を出す。その際口なるべく互いのつま先を離

さないように注意させる。

徐々に5人組、6人組、7人組と人数を増やしてい

き同様の活動をさせる。

この活動は、人数が増えるごとに立ち上が叫こくく

なり、互いに声を掛け合ったり、相談して手の組み方

に工夫を加えたりするなどの協力する姿勢が求められ

る。

本授業を進めていく中で、私か何も言わなくても、生

徒たちは成功したいがために徐々に声を掛け合い始め、

中には「先生、手の組み方を変えてもいいですか」と尋

ねてくる生徒も現れた。

しばらく様子を見ていると、掛け声の中心となる生徒

が現れたり、相談し合う場面でイニシアチブを取り始め

る生徒が現れたりと､各ペアで中心的に動き回る生徒や、

アイデアを提案する生徒、その生徒らに従う生徒と立場

が明確化され始めた。

また、それらの協力を通じて課題を解決した生徒の中

にも、他のペアを応援する生徒や相談の輪に参加する生

徒なども見受けられるようになった。

この活動により、課題の解決に向けた各生徒の取り組

む姿勢の違いを見つけることができ、また他者と如何に

関わり合いを特とうとするかという物数が見えてきた。

それらの新たに発見した各個人の物数を基にして、そ

の生徒の指数の中でも特に伸長させたい部分を考え、そ

の部分に対して自信を特ってもらえるような声掛けや役

割分担をすることができればその生徒の良い点が周知さ

れ、認め合える雰囲気を形成できると考えている。

2。教師力向上実習皿こおける実践

先述したように自主的な話し合い活動を実現する上で、

学級経営上の取り組みと同様に教科指導の中でも積極的

に話し合い学習に取り組ませることが大切となる。

話し合い学習を繰り返し行うことで、生徒がその雰囲

気に慣れ親しみ、話し合い学習への参加の仕方を考え、

見つけられると私は考えている。

教師力向上実習Ⅱでは次のようなプリント教材を作成

し、話し合い学習を含めた授業を行った。
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イ)段階ZXZ)ねらい

段階①と同様に2枚の資料を用いるが、段階②ではそ

れらを複合して読み取れることを話し合う。段階①と異

なり、類似する内容を表した資料を用いることで、それ

らがどのような意味を特つのかを生徒が自ら予想しなけ

ればならない。よって段階①よりも難度が高いと言える。

しかし、1枚の資料から読み取るよりは容易であり、

社会科が苦手な生徒も参加できることをねらいとした。

ウ)段階③1のねらい

段階③では1枚の資料からわかることを話し合う。資

料から読み取れる事実を社会科が苦手な生徒をあてるこ

とで発表させ、それがどのような状況を表すかを、社会

科を得意とする生徒を交えて学級全体で話し合う。また、

段階④では、他の生徒の意見から参考になるものとして

メモした意見を、既出の自分の考えと絡ませながら、再

度資料について考えさせた。

(1)各段階のねらいと用いた資料

教師力向上実習Ⅱで扱った単元は教科書(東京書籍『新

しい歴史』)の第5章｢開国と近代日本の歩み｣における

｢3 日清・日露戦争と近代産業｣に相当する。

この単元における先述した段階J)~⑦の主な目標は以

下のようになる。

ア)段階工X7)ねらい

2枚の資料を比較して、その違いを書きだし、それを

発表することは比較的容易であると考えた。社会科に対

し苦手意識を持っている生徒でも、まずは資料から読み

取れる事実を発表させ、話し合い学習に参加させること

を目標とし、話し合いの初段階として設定し、授業を行

った。

阿機爾9鴎囁卜・岬郷蔵卵4｀り世_岬卜

7=~一--------------一一一一------------------------------一一-

エ)段階(SX7)ねらい

前時までに学習した知識(目清戦争、日露戦争)を

整理し、それらを用いて教科書や資料集の内容を検討

する。

前時までの内容を復習し、話し合い学習を通じて、



復習した知識を活用することで単元への理解度を深める

ことを目標とした。
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たいテーマに近いものを選択し、話し合い学習の準備に

おいては本単元の授業で用いた資料を含めた準備を行う。

また、話し合い活動を1時間設定することで、テーマ

についてじっくり話し合うことができる。教師力向上実

習Ⅱではその話し合いを研究授業として行った。ここで

はNHKがKBS(韓国放送公社)と行った世論調査のデー

タ註と『地浬歴史教育2010年8月号』に掲載された高

校生の日記をもとに「韓国併合がもたらしたものは何か」

を考えさせ、にれまでの『日韓関係』」「現在の『日韓関

係』」「これからの『日韓関係』」を各生徒に考えさせた。

(2)抽出生徒の変化

教師力向上実習Ⅱでは抽出生徒を設け、彼らの変化を

追った。今回注目した生徒は4人おり、学級比での社会

科の学力の程度、前出のアンケートの項日④~⑥におけ

る注目した点を以下の表にまとめた。

いずれの生徒も、少なからず話し合い学習に対して苦

手意識を持っている。実習Ⅱでは毎回ブリントを回収し、

中でも以上の4人について、プリントに見られる変化を

追った。ここではその変化と変化から考えられることを

論ずる。

ア)生徒Aの変化

生徒Aは、社会科の定期考査でもあまり良い点がとれ

ず、社会科に対して苦手意識を特っている。決して進ん

で意見を述べたり、周りをまとめたりすることに積極的

に取り組むことはなく、苦手なことに対して消極的にな

ってしまう生徒である。

授業プリントにおける「自己の考えを書き出す欄」に

おいても、段階旦厄)においても資料から「事実」しか読

み取れず､思考の段階まで至らず､発表もできなかった。

プリント「アジア侵略 はじめの一歩」『漁夫の利』)

オ)段階電のねらい

段階⑥では教科書や資料集の内容を話し合いの前に

まとめ、それを基に新たな資料について考えさせる。

資料の内容は、教科書や資料集には掲載されていな

いものを用い、教科書や資料集の内容をより深く理解さ

せるものを選択した。

また、全体での話し合いの前にグループで話し合わせ

ることにより、社会科を苦手とする生徒でも、資料の考

察を他者からのアドバイスをもらうことによって整理で

きるので、その後の全体の話し合いに参加じゃすくなる

と考え、授業を行った。

にの創氏改名については『地理埜史教育2010年8

月号』から転載し、グループ活動を通じて名前の意味を

考えさせた後に全体で話し合い活動を行った。)

カ)段階⑦のねらい

段階⑦は、1時間教師が提供した資料について考える

時間を設けて、資料を読み込んだのも次時の話し合いに

向けた準備をし、次の時間で話し合いを行う2時間での

授業となる。資料は前時までの内容からより話し合わせ



(プリント「『栗』を拾うのはだれか?」『火中の栗』)

しかし、どちらの授業においても、その後の話し合い

学習の後に再度自分の考えをまとめさせたところ、他者

の意見を参考にしながら次のようにまとめることができ

た。
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(プリント「「栗」]を拾うのはだれか?」『火中の栗』)

さらに生徒Bはアンケートの回答時には「自分の意見

が述べられない」と書いていたが、段階③以降の授業で

は、ほぼ毎回の授業で手を挙げ発表することが出来てい

た。他の生徒のプリントにも参考になった意見として挙

げられるようになった。

この生徒の場合、自分の意見をまとめる時間が確保さ

れていれば、意見の善し悪しに関係なく発表することが

できることがわかった。

エ)生徒Cの変化

生徒Cは自分より発言力のある生徒に対して萎縮して

しまい、話し合い活動に積極的に参加することができな

い生徒である。

また、社会科に対しては、本人が得意としていること

もあって「昔の出来事を知るのがおもしろいド新たな発

見をするとワクワクする」と書いていた。しかし、アン

ケートの項目④では「通常の授業」「個人での調べ学習」

を好きな授業形態として選択していることから、あまり

他の生徒と関わり合いを特とうとはしていないことが分

かる。

生徒Cも、段階節の授業に至っても、事実をたくさん

書き出せるものの、なかなかそこから思考する段階まで

には至らなかった。しかし観察力に優れているのか、他

の生徒が気づかないところまでじっくり資料を読み取ろ

うとしていることがわかった。

(プリント「『魚』と『栗』は何を表すか?」)

しかし､話し合い学習中における発言までには至らず、

自信を特つことはなかなかできなかったようである。

今後、まずは一問一答の質問をする際に指名し、褒め

ることで発表することに対し自信を特たせることから始

めるべきであると考える。

ウ)生徒Bの変化

生徒Bは、分からない時は積極的に聞きに来る生徒で

ある。アドバイスをするとじっくりと考えてから、実行

に移そうとする傾向かおる。

また、社会科においては基本的な知識は獲得出来てい

るものの、その知識を活用するまでには至らない。そし

て、生徒Aと同様に、段階③においても、資料から自己

の意見をまとめる際に「事実」のみしが書き出せず、文

章量も少なかった。

(プリント「アジア侵略 はじめの一歩」『漁夫の利』)

しかし、話し合い学習を繰り返していく内に少しずつ

「どこまで読み取らないといけないのか」と悩むように

なり、徐々に文章量を増やしていった。その中で、生徒

Aと同様に事実から考えられることについても述べられ

るようになった。

☆縫鷹罷参朝こもう千度｢畑7痢に」ての考えをまとめ9よ氏 i l

才六い佃糾溥ttらせ鴫でしていy :

マ川帆tい楳ユ支貌際しuヽ辰

(プリント「『栗』を拾うのはだれか?」『火中の栗』)

最初の方の授業では、自分の意見を上手く表現できて

いなかったものの、他の生徒の意見を上手く取り入れる

ことができていることがわかる。また、この単元の最後

の方では、徐々に資料から事実のみでなく、思考した結

果を書き出すことができるようになった。

(プリント「アジア侵略 はじめの一歩」『漁夫の利』)

その後の話し合いで、生徒Cも魚が朝鮮を表すことに

気づき「日本、中国、ロシアが朝鮮をねらっている」と

自分の意見としてまとめた。

また、プリント「『栗』を拾うのはだれか?」の授業で

も、消してはしまっているものの、資料に書かれた事実

を多く書き、その後の話し合いで、他の生徒の意見を参

考に自分の意見をまとめている。



。
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(プリント「『栗』を拾うのはだれか?」『火中の栗』)

ここで、生徒cは「火中の栗」の「栗」を清ではない

かと予想した。そして、授業の中で、この「栗」が朝鮮

であると徐々に分かってくると大変納得している表情を

見せていた。生徒cは毎回ではないものの発言をしよう

という姿勢も見られ、今後「他者との関わり合い」の中

から学ぶ姿勢を身につけさせられれば良いと考える。

エ)生徒Dの変化

生徒Dは、内気な性格でなかなか他者とコミュニーシ

ョンが取れないことを悩みとして持っている。しっかり

とした意見を特っていながら、グループや班での活動に

なると誰かが発表してくれるのを待ってしまう。アンケ

ートにおいても「仲間の意見に頼ってしまう」と書いて

おり、本人にも話し合いに参加できていないという自覚

はあるようである。

生徒Dの課題は自分から意見を発することであるため、

まずは他者の考えから自分の意見を再構築させ、それを

言頁面することで意見を交わし合うことの大切さを学ばせ

たいと考えた。毎回の授業後に「今日は○○くん(さん)

の意見を書いていたれ参考になったみたいだれ」と声

をかけた。すると次のような変化が見られるようになっ

た。

(プリント「『栗』を拾うのはだれか?」『火中の栗』他

の生徒の意見を書く欄)

生徒Dは他の生徒の意見をプリントに書き込む際に意

見同士を関連させて書いていることが分かる。この「『栗』

を拾うのはだれか?」の授業で生徒Dは自分の意見を次

のようにまとめた。

(プリント「『栗』を拾うのはだれか?」『火中の栗』)

ここで出た「どこかの国」がどこを指すのかは授業の

最後には理解できていたようである。

しかし、生徒Dは結局、授業中にこちらが指名すると

き以外はほとんど発言をすることができずにこの単元を

終えてしまった。これから先の課題として生徒Dのよう

な生徒を如何に発言させるかが重要となると感じた。

生徒A~Dの各段階の達成度は以下のようになった。

×…目標に達していない､△…前段階の目標に不安がある

○‥その段階の日標における「書く」段階には至っている

◎…その段階の目標における「話す」段階まで至っている

抽出生徒以外の生徒も生徒A、C、Dのような変化を見

せた生徒が多く、生徒Bのように成長の具合が顕著に見

られた生徒も少なからず見受けられた。

3.実践の結果と今後の課題

(1)教師力向上実習II研究授業を終えての結果と課題

以上のように生徒A~Dに注日して観察したところ､段

階釣話し合い学習を行うことで少しずつ話し合いに必要

な「聴く力」「書く力」「話す力」が身についているよう

に感じた。しかし、生徒Dのようにプリント以外にも個

別で話しかけるなどの手だても併せて行うことの必要性

も理解できた。

また、段F皆自勺話し合い学習の段階⑦に相当する部分で

ある「これからの日本と韓国の関係はどうあるべきか」

というテーマで話し合い学習を研究授業として行った結

果、今後の課題として特に中心的に取り組む必要性を感

じたのは「生徒に如何に意欲的に取り組ませ、発言数を

多くするか」ということである。以下の2枚の写真は研

究授業前日の板書計画と、研究授業当目の実際の板書で

ある。

(前田こ作成した板書計画、研究授業前時に生徒が書い

た文章を基に作成)

(研究授業当日の板書、授業時の生徒の発言を基に作成)
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2枚の写真を比較すると、当日に発言した生徒が少な

いことが分かる。(上:31枚、下:15枚)特に女子生

徒の発言が少なく、たったの4人しか発言できなかった。

研究授業の特つ独特な雰囲気に緊張したことも原因とし

て考えられるが、せっかくまとめた自分の意見に対して

自信を特てなかったようであった。これは先の述べた抽

出生徒A、C、Dにも当てはまる。

そのために研究授業では私か生徒に何と力ヽ発言させよ

うと、前に出る場面が増えてしまい、授業後に授業の様

子を写したビデオテープを見てみると生徒の意見を誘導

的に導いているように見受けられた。生徒や参観者も同

様に感じていたのではなかろうか。そこで、教師力向上

実習Ⅱで図った仮説に対する結果を次のようにまとめる

ことする。

l②自主的な話し合い活動の実現には､生徒が話し合い活動

l に対して期待感を持つことが必要であり、それは「段階

I 的話し合い学習」を通じて達成できるのではないか。

(結果)「段階的話し合い学習」よって、他の生徒の意見

を交えて自分の意見を再構築できる生徒は見受けられた

ものの、生徒がより意欲的に話し合い学習に参加できる

ようにするためには更なる手だてを講じる必要がある。

しかし、これでは「自主的・自発的な学習活動」とし

ての話し合い学習とは言い難い。

では、何をどのように改善を図るべきか。具体的な策

を考えていきたい。

例えば、授業のはじめに「1人1度は発言しよう」な

どの声掛けを行うなどの手だてを講じてみるべきであっ

たと考える。また、前述の三藤あさみ指導主事はこのよ

うな状況に対して「シミュレーション」を行うと良いと

している。そして、評価指標(ルーブリック)を事前

に示すことで、生徒がどの程度のパフォーマンスをすれ

ば良いかという「自己評価力を高められる」としている。

今回の研究授業ならば、以下のようなパフォーマンス課

題を設けてもおもしろかったのではないかと考える。

(パフォーマンス課題案)

「あなた達は、日韓親善大使に任命されました､そこで後日行われる報告会

に向けて、日本と韓涸の歴史を調査し以下V)点について意見を士とめておく

ように求められました。

口過去､現代の日韓関係はどうか②この先の日韓関係はどうあるべきか

以｡ﾄﾂﾞ)2点を今まで学習したことをまとめて､9月28日に行われる報告会

に向け準備を行い､報告会で発表できるよ帽こしなさい」

(評価指標)

このような評価指標を先に生徒に示すことによって、

生徒は目標を特って、準備や話し合い学習に臨めるので

はないかと思われる。したがって、今後も教員として話

し合い学習を行う際には、以上のような工夫を加えた授

業展開を意識していかなければならないと考える。

生徒が「話し合いが楽しくなってきた」と学ぶ価値を

獲得できることを自身の今後の目標にしていきたい。

(2)話し合い学習の評価を如何に行うか

また、実際に現場で教師として評価を行う立場になっ

た場合、話し合い学習のような「技能」や「表現」にあ

たる評価を如何に行っていくべきか。それを本橋の結び

として考えていきたい。

国立教育政策研究所初等中等教育研究部の高浦勝義部

長は、指導と評価の一体化という考え方から、評価とは

本来「教師の支援を得ながら自己の学習のめあてを決め、

計画を立て、その追究活動を営むという問題解決の過程

において、絶えず自己の学習の過程及び成果を自己言評価

し、その後の学習の展開に必要な調整を加えていく(自

己学習の能力の向上)」ためにあるべきものであるとして

いる。同様に、ヨ佞あさみ指導主事もパフォーマンス課題と

その評価について「子どもが精一杯考えて価値判断に至

るまでに事実に即して考えることができる思考力・判

断力を育てることを目的」としている犬

つまり､先述したように評価は生徒がそれを目標とし、

活動の目的に自力でたどり着くための指標であるべきと

捉えている。

以上のように捉えると言評価は、教師のみがわかるもの

であってはならず、生徒でも理解しやすくイメージしや

すいものであるべきだと考える。

そこには教師として、生徒にその単元を通じて身に付

けて欲しい能力やその能力を獲得することの社会的価値、

獲得するまでの過程に見られる成長する姿への期待感を

書き示し、生徒に伝えることで、生徒自身が学びの価値

を獲得することができると言えよう。



話し合い活動に対し目的意識と目標をしっかりと理解

することができれば、活動に生徒も期待感をもって臨め

るであろうし、意欲的に臨めるようになるのである。

生徒自身が、その境地に至つてこそ、話し合い活動は

生徒自身がイニシアチブを握る自主的・自発的な活動へ

と昇華されると考えるのである。
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